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（３）地域における生涯学習やコミュニティ形成の拠点 392 
学校と社会教育施設等との複合化施設では、児童生徒の学びの場としてだけでなく、地393 

域の人々の多様化する学習需要などにも応える、地域における生涯学習やコミュニティ形394 
成の拠点施設としての役割を担っている事例があった。 395 
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（４）効果的・効率的な学校施設の複合化 412 
【敷地の有効活用】 413 
 都心の商業エリアや住宅が密集したエリアにおいて、敷地等の有効利用や財政負担軽減414 
の観点から、学校施設と地域の需要に対応した公共施設を複合化し、高層化を行っている415 
事例があった。 416 
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【既存施設の活用】 432 
 既存の学校施設の余裕教室等を活用し、地域に必要とされている公共施設等と複合化し433 
ている事例があった。 434 
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（５）防犯上の工夫 472 
【施設や動線を明確に区分】 473 
 防犯面を配慮し、同一建物内においても、学校施設と他の施設とを明確に区分し、動線が474 
交わらないようにしている学校があった。 475 
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 491 
【施設や動線は明確に区分せず対応】 492 

地域によっては、地域の目で児童生徒を守るという考えなどの下に、施設上は学校と他の493 
施設との区分を明確にせずに、敷地への視認性を十分確保している学校や、施設ごとの領494 
域性の強化を図っている学校、警備員や監視カメラを配置している学校などがあった。 495 
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 529 
（６）その他、学校施設の複合化に関する課題や意見 530 
（整備・計画上） 531 
・将来的な児童生徒数の予測が難しい 532 
・役所内での教育委員会と知事部局との連携体制が必要となる 533 
・教育現場の理解・協力を得ることが難しい 534 
・保護者の理解・協力を得ることが重要 535 
・財産区分の変更や財産処分に関する事務手続きの負担が大きい 536 
・既存施設を活用する際に各施設の関係法令に適合させるための負担が大きい 537 
・複合化に関するノウハウや実施例に関する情報が欲しい 538 
 539 
（管理・運営上） 540 
・学校とその他の公共施設等の管理責任区分の明確化が必要 541 
・施設を高層化した場合、教室から校庭までの距離が遠くなってしまう。 542 
・児童と他施設の利用者の動線が交わるような場所には、一時停止の標識を設置している。 543 
・保育所からの声やピアノの音が、授業や試験の妨げにならないように配慮が必要。 544 
・空調等の管理を一元的に管理している場合、施設に応じた対応が難しい。 545 
・同じ建物を複数で管理するため、定期的に施設の相互利用について話し合う機会が必要。 546 
 547 
（Ｔｏｐｉｃ：東日本大震災被災地における学校施設の複合化に関する取組） 548 


